
今月の主な内容

●年末年始の市役所業務…3 ●北条町駅新駅舎が完成…4 ●タウントピックス…10 ●タウンインフォメーション…16

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲クリスマスパーティーを楽しみながらリハビリテーション
1 2月4日（火）、加西病院では理学療法室のスタッフが企画したクリスマスパーティーが行われ、リハビリにもなるゲ

ーム等を楽しみました。

2001年 加西市10大ニュース
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加西市広報委員会（安富智彦委員長ほか委員1 3名）は、「2 0 0 1年加西市1 0大ニュース」を次のとおり決定

しました。21世紀最初の年もあとわずか、皆さんの今年の「10大ニュース」はどうなりますか？
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地
域　
イ　
ン　
ト　
ラ　
ネ　
ッ　
ト

�

基
盤
整
備
事
業
完
成

北
条
東
・
日
吉
小
学
校
で

�

英
語
授
業　
が　
ス　
タ　
ー　
ト
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年
末
年
始
の
「
ご
み
」
と
「
し
尿
」
の

収
集
は
12
月
29
日

（土）
か
ら
１
月
３
日

（木）
ま

で
行
い
ま
せ
ん
。

★
ご
み
の
持
ち
込
み

ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、「
燃
や

す
ご
み
」「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」「
埋
立
て

ご
み
」「
粗
大
ご
み
」
に
分
別
し
て
、
年
末

は
混
雑
し
ま
す
の
で
で
き
る
だ
け
早
め
に

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
＝
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
）

問
合
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
電
話
46
│
０
６
０
２
）

★
し
尿
収
集
・
問
合
先

衛
生
セ
ン
タ
ー

（
電
話
46
│
０
３
３
４
）

「　
ご　
み　
」　
と　
「　
し　
尿
」　
の　
収
集

年年末末年年始始のの市市役役所所業業務務等等ののおお知知ららせせ
年末年始の各施設の業務は、次のとおりです。市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

月　日

施　設

市役所（電話42-1110）

加西病院（救急外来は通常どおり）（電話42-2200）

収集カレンダー
による収集

ごみ収集（電話46-0602）

し尿収集（電話46-0334）

ごみの持ち込み
（��0602）

燃やすごみ

燃やせないごみ

埋め立てごみ

粗大ごみ

１
月
４
日

（金）

１
月
３
日

（木）

１
月
２
日

（水）

１
月
１
日

（火）

12
月
31
日

（月）

12
月
30
日

（日）

12
月
29
日

（土）

12
月
28
日

（金）

12
月
27
日

（木）

斎　場（電話44-0760）

市民会館（電話43-0160）

健康福祉会館（電話42-6700）
（各種サービスについては

お問合せください）

体育センター（47-1420）・スパーク加西（42-6302）

アクアスかさい（42-3465）・網引公園（49-3870）

（体育館、テニスコート、球場を含む）

オークタウン加西（電話44-2595）

市営駐車場

各公民館

（■は休み）

中央（42-2151）・善防（48-2643）
南部（49-0041）・北部（45-0103）

市
議
会
定
例
会
開
催

条
例　
の　
改
正
な
ど　
十
四
議
案
を　
審
議

本会議で議案を説明する柏原市長

第
１
８
７
回
加
西
市
議
会
定
例

会
が
、
12
月
３
日

（月）
か
ら
20
日

（木）

ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
関
係
　
2
件

○
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
加

西
市
長
の
資
産
な
ど
の
公
開
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

○
加
西
市
産
業
振
興
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

事
件
決
議
　
7
件

○
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
る
こ
と

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

○
兵
庫
県
市
町
競
輪
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

○
兵
庫
県
市
町
競
輪
事
務
組
合
の

解
散
に
関
す
る
規
約
の
制
定
に

関
す
る
協
議

○
土
地
改
良
事
業
の
計
画
の
概
要

を
定
め
る
こ
と
（
満
久
裏
池
）

○
土
地
改
良
事
業
の
計
画
を
変
更

す
る
こ
と
（
富
田
北
条
地
区
）

○
土
地
改
良
事
業　
の　
施
行　
に　
伴
う
字　

の　
区
域　
を　
変
更　
す　
る　
こ　
と　
（
加
西

中
部
地
区
第
５
工
区
）

○
県
立
中
央
農
業
技
術　
セ　
ン　
タ　
ー　
用

地
造
成
整
備
事
業　
の　
施
行　
に　
伴
う

字　
の　
区
域　
の　
変
更
及　
び　
字　
の　
廃
止

予
算
関
係
　
5
件

○
平
成
13
年
度
加
西
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
13
年
度
加
西
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

○
平
成
13
年
度
加
西
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
13
年
度
加
西
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
13
年
度
加
西
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

主
な
議
案
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新
駅
舎
は
、
屋
根
に
四
角
す
い

が
８
つ
並
ぶ
近
代
的
な
デ
ザ
イ
ン

の
２
階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
が

４
２
８
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費

は
約
２
億
７
千
万
円
。
高
齢
者
や

障
害
者
に
配
慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
設
計
で
、
１
階
に
待
合
室
、

２
階
に
事
務
所
や
研
修
室
が
あ
り
、

待
合
室
に
は
観
光
案
内
用
の
カ
ウ

ン
タ
ー
を
設
け
、
旧
北
条
町
駅
看

板
（
実
物
）
に
加
え
玄
関
部
分
の

レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
日
夜
11
時
過
ぎ
に
は
、
多
数

の
関
係
者
が
感
慨
深
げ
に
出
迎
え

る
中
、
旧
駅
舎
ホ
ー
ム
に
最
後
の

列
車
が
到
着
。
大
正
４
年
に
播
州

鉄
道
株
式
会
社
の
終
着
駅
と
し
て

開
業
し
て
以
来
86
年
と
い
う
長
い

駅
舎
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
し
ま
し

た
。翌

20
日

（火）
か
ら
新
駅
舎
で
の
業

務
が
開
始
と
な
り
、
加
西
市
観

光
・
国
際
親
善
使
節
の
板
井
亜
珠

佳
さ
ん
と
大
谷
真
智
子
さ
ん
や
歴

史
街
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

み
な
さ
ん
が
、
同
鉄
道
の
利
用
者

北
条
町
駅
新
駅
舎
が
完
成

―
加
西　
の　
新
し　
い　
玄
関
口
―

に
パ
ン
ジ
ー
や
花
の
種
を
配
っ
て

新
駅
舎
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

待
合
室
に
あ
る
観
光
カ
ウ
ン
タ

ー
で
は
、
歴
史
街
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん
が
待
機
さ
れ
、
北

条
鉄
道
を
利
用
し
て
加
西
市
を
訪

れ
る
観
光
客
等
へ
の
窓
口
と
し
て

活
躍
さ
れ
ま
す
。

再
開
発
ビ
ル
や
交
通
広
場
の
完

成
、
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
の
電
化
・
高

速
化
な
ど
北
条
鉄
道
の
利
用
者
増

に
結
び
つ
く
明
る
い
要
因
も
数
々

あ
り
ま
す
が
、
来
る
べ
き
高
齢
化

社
会
へ
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
、

北
条
鉄
道
の
よ
り
一
層
の
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

四角すいの並ぶ屋根が印象的な新駅舎

平
成
15
年
春
の
完
了
を
目
指
し
て
推
進
さ
れ
る
北
条
町
駅
周
辺
市

街
地
再
開
発
事
業
に
伴
う
北
条
鉄
道
の
北
条
町
駅
新
駅
舎
が
完
成
し
、

11
月
19
日

（月）
に
行
わ
れ
た
竣
工
式
で
は
、
関
係
者
ら
約
80
名
が
出
席

し
て
「
加
西
の
新
し
い
玄
関
口
」
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

�最終列車を待つ関係者

�早速解体の始まった旧駅舎
�駅待合室

�歴史街道ボランティアガイドのみなさん
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美
術
家
協
会
長
賞
以
上
の
入
賞

者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

★
洋
画
の
部
（
応
募
数
99
）

▽
市
長
賞
・
田
中
英
之
（
田
原
）

▽
議
長
賞
・
田
中
涼
子
（
山
崎
町
）

▽
教
育
委
員
会
賞
・
大
谷
邦
子

（
繁
昌
）
▽
文
化
連
盟
会
長
賞
・

井
内
利
彦
（
姫
路
市
）
▽
美
術
家

協
会
長
賞
・
稲
見
　
子
（
滝
野
町
）

★
日
本
画
の
部
（
応
募
数
11
）

▽
市
長
賞
・
藤
田
照
美
（
香
寺
町
）

▽
議
長
賞
・
川
端
瑞
代
（
姫
路
市
）

▽
教
育
委
員
会
賞
・
米
田
三
枝

（
香
寺
町
）
▽
文
化
連
盟
会
長

賞
・
永
田
寿
子
（
坂
元
）
▽
美
術

家
協
会
長
賞
・
成
田
恵
美
子
（
姫

路
市
）

★
水
墨
画
の
部
（
応
募
数
40
）

▽
市
長
賞
・
藤
田
た
づ
子
（
神
戸

市
）
▽
議
長
賞
・
妹
島
治
作
（
姫

路
市
）
▽
教
育
委
員
会
賞
・
萩
原

武
雄
（
姫
路
市
）
▽
文
化
連
盟
会

長
賞
・
山
田
愛
子
（
西
脇
市
）
▽

美
術
家
協
会
長
賞
・
小
玉
美
智
洋

（
西
宮
市
）

★
書
道
の
部
（
応
募
数
47
）

▽
市
長
賞
・
森
田
宣
子
（
古
坂
１

丁
目
）
▽
議
長
賞
・
大
久
保
三
代

子
（
滝
野
町
）
▽
教
育
委
員
会

賞
・
高
原
博
子
（
西
剣
坂
）
▽
文

化
連
盟
会
長
賞
・
増
岡
三
恵
子

（
田
原
）
▽
美
術
家
協
会
長
賞
・

岩
本
治
人
（
鶉
野
中
）

★
彫
塑
・
工
芸
の
部
（
応
募
数
49
）

▽
市
長
賞
・
清
瀬
明
行
（
姫
路
市
）

▽
議
長
賞
・
置
塩
ひ
ろ
み
（
夢
前

町
）
▽
教
育
委
員
会
賞
・
大
崎
五

郎
（
加
古
川
市
）
▽
文
化
連
盟
会

長
賞
・
細
岡
和
夫
（
神
崎
町
）
▽

美
術
家
協
会
長
賞
・
長
谷
川
千
賀

子
（
社
町
）

★
写
真
の
部
（
応
募
数
１
３
１
）

▽
市
長
賞
・
豊
国
俊
一
（
福
崎
町
）

▽
議
長
賞
・
前
田
稔　
（
別
府
中
）　
▽

教
育
委
員
会
賞
・
村
上
幹
雄
（
西

脇
市
）
▽
文
化
連
盟
会
長
賞
・
長

谷
川
徹
（
三
木
市
）
▽
美
術
家
協

会
長
賞
・
依
藤
義
雄
（
西
脇
市
）

★
版
画
の
部
（
応
募
数
35
）

▽
市
長
賞
・
金
井
美
紀
（
河
内
長

野
市
）
▽
議
長
賞
・
橋
本
定
男

（
神
戸
市
）
▽
教
育
委
員
会
賞
・

戸
谷
孝
子
（
宝
塚
市
）
▽
文
化
連

盟
会
長
賞
・
下
田
美
代
子
（
神
戸

市
）
▽
美
術
家
協
会
長
賞
・
小
田

叔
子
（
明
石
市
）

期
　
間

３
月
26
日

（火）
〜
４
月
４
日

（木）

※
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
の
中
学
校
に
通

学
す
る
中
学
校
２
・
３
年
生
及
び

市
内
に
在
住
も
し
く
は
通
学
す
る

高
校
生
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で

長
期
の
団
体
生
活
に
適
応
で
き
、

帰
国
後
国
際
交
流
活
動
に
積
極
的

に
参
加
で
き
る
方

募
集
人
数

中
学
生
＝
８
名
（
各

中
学
校
の
２
・
３
年
生
１
名
ず
つ
）

高
校
生
＝
６
名

費
　
用

約
25
万
円
（
た
だ
し
中

学
生
は
全
額
、
高
校
生
は
半
額
を

人
材
育
成
基
金
よ
り
支
給
）

募
集
期
限

１
月
25
日

（金）

選
考
方
法

作
文
・
面
接

申
込
方
法

中
学
生
は
学
校
で
一

括
し
て
申
込
、
高
校
生
は
個
人
で

申
込
・
問
合
先

加
西
市
都
市
親

善
友
好
協
会（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

友
好
都
市
米
国　
ワ　
シ　
ン　
ト　
ン　
州　
プ　
ル　
マ　
ン　
市
と　
は　
平
成
元
年　
の　

提
携
以
来
、　
相
互　
に　
訪
問
団　
の　
派
遣
を　
行　
い　
両
市　
の　
友
好
親
善
と　
人
材
育

成
を　
図　
っ　
て　
き　
ま　
し
た　
。　
本
年
度　
も
次　
の
と　
お　
り　
中
高
生
親
善
訪
問
団
を　

派
遣　
し　
ま　
す　
の　
で　
、　
ご　
応
募　
く　
だ　
さ　
い　
。

友
好
都
市
米
国　
プ　
ル　
マ　
ン　
市　
へ　
の　

中
高
生
親
善
訪
問
団
員
募
集

加加
西西
市市
美美
術術
公公
募募
展展
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地
球
温
暖
化　
は　
、　
太
陽　
か　
ら　
の　
日

射　
や　
地
表
面　
か　
ら　
放
射　
す　
る　
熱　
の　
一

部　
を　
吸
収　
す　
る　
大
気
中　
の　
二
酸
化
炭

素　
な　
ど　
の　
温
室
効
果　
ガ　
ス　
が　
増
加　
す　

る　
こ　
と　
に　
よ　
り
、　
地
表
面　
の　
温
度　
が　

上
昇　
す　
る　
現
象　
で　
す
。　
地
球
環
境　
へ　

の　
影
響　
と　
し　
て　
は　
、　
①
海
面
水
位　
の　

上
昇
②
異
常
気
象　
の　
増
加
③
生
態

系　
へ　
の　
影
響
等
、
私　
た　
ち　
の　
生
活　
へ　
甚

大　
な　
被
害　
が　
及　
ぶ　
可
能
性　
が　
指
摘　
さ　

れ　
て　
い　
ま　
す
。　

平
成　
９　
年　
に　
地
球
温
暖
化
防
止

京
都
会
議　
（　
Ｃ　
Ｏ　
Ｐ　
３　
）　
が　
開
催　
さ　

地
球
温
暖
化
問
題
と　
加
西
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

れ　
、　
わ　
が　
国　
に　
お　
い　
て　
は　
「
地
球
温

暖
化
対
策　
の　
推
進　
に　
関　
す　
る　
法
律
」　

が　
平
成
11
年　
４　
月　
に　
施
行　
さ　
れ　
ま　
し　

た　
。　
加
西
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画　
は　
、　
加
西
市　
の　
事
務　
・　
事
業　

に　
関　
し　
、　
Ｃ　
Ｏ　
２　
換
算
温
室
効
果　
ガ　

ス　
（
以
下
温
室
効
果　
ガ　
ス　
）　
の　
排
出　

の　
抑
制　
を　
図　
り
、　
地
球
温
暖
化
対
策　

を　
推
進　
す　
る　
た　
め　
に　
策
定　
し　
た　
も　
の　

で　
す
。

温
室
効
果　
ガ　
ス　
の　
総
排
出
量　
を　
、　

平
成
16
年
度　
に　
は　
平
成
10
年
度　
か　
ら　

の　
上
昇　
を　
10
％　
以
内　
に　
抑
制　
す　
る　
の　

が　
計
画
目
標　
で　
す
。

平
成
10
年
度　
の　
温
室
効
果　
ガ　
ス　
総

排
出
量　
は　
１　
３　，　
０　
２　
６
ト　
ン　
、　
平
成

12
年
度　
の　
温
室
効
果　
ガ　
ス　
総
排
出
量　

は　
１　
３　，　

６　
８　
８　
ト　
ン
。　
約　
５　
％　
増　

と　
な　
り　
ま　
す
。

市　
の　
事
務
・
事
業　
に　
お　
け　
る　
温
室

効
果　
ガ　
ス　
総
排
出
量　
の　
う
ち　
、　
約

43
％　
が　
電
気　
の　
使
用
、　
約
36
％　
が　
ご　

み　
の　
焼
却
、　
約
20
％　
が　
燃
料　
の　
使
用　

に　
よ　
る　
も　
の　
で　
す
。

計
画
目
標
及　
び　

平
成
12
年
度
結
果

①
電
気
の
使
用
量

昼
休　
み　
の　
消
灯
、　
Ｏ　
Ａ　
機
器
主
電

源　
オ　
フ　
等　
の　
取　
り
組　
み　
を　
実
施　
し　
ま　

し　
た　
が　
、　
下
水
処
理
施
設　
の　
整
備　

（
加
西
北
部
地
区
処
理
施
設
、　
富
田

中
地
区
処
理
施
設
、　
福
住
西
地
区

処
理
施
設
）　、
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
セ　
ン　
タ　
ー　

の　
稼
動
等　
に　
よ　
り
約
６
・
６
％
（　
９　

５　
７　，　
０　
０　
０　
Kwh
）　
増
加　
し　
ま　
し　
た　
。

②
ご
み
の
焼
却
量

分
別
収
集
、　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
（
美　
バ　

ー　
ス　
デ　
ー　
）　
に　
ご　
協
力　
を　
い　
た　
だ　
い　
て　

お　
り　
ま　
す　
が　
、
16
％　
（　
１　，　
４　
４　
０
ト　

ン　
）　
増
加　
し　
ま　
し　
た　
。　

③
燃
料
の
使
用

冷
暖
房　
の　
温
度
管
理　
の　
徹
底　
（
冷

房
時
28
℃
・
暖
房
時
18
℃　
）、　
公
用

車　
の　
集
中
管
理
、　
利
用
合
理
化　
（
乗　

り
合　
わ　
せ　
）、　ア　
イ　
ド　
リ　
ン　
グ　
ス　
ト　
ッ　
プ　
、　

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
の　
24
時
間
運
転
等　

を　
実
施　
し　
た　
こ　
と　
に　
よ　
り
、　
約　
２
・

３　
％　
（　
２　
５　，　
３　
０　
０　
�
）　
の　
減　
と　
な　

り　
ま　
し　
た　
。

具
体
的
な　
活
動
量

（
平
成
10
年
度
と　
の　
比
較
）

④
用
紙
類
の
使
用

使
用
枚
数　
は　
５　，　
４　
７　
０　，　
０　
０　
０　

枚　
と　
約　
１
・
５　
倍　
に　
延　
び　
て　
い　
ま　
す
。　

こ　
れ　
は　
Ｏ　
Ａ　
化
等　
に　
よ　
る　
増
加　
で　
す
。　

再
生
紙　
の　
使
用
率　
は　
約
85
％　
（
約

30
％　
増
）　
と　
な　
っ　
て　
お　
り
、　
森
林
資

源　
の　
保
護　
に　
取　
り
組　
ん　
で　
い　
ま　
す
。

⑤
市
庁
舎
か
ら
の
ご
み
排
出
量

不
要　
と　
な　
っ　
た　
用
紙
類　
は　
、　
ト　
イ　

レ　
ッ　
ト　
ペ　
ー　
パ　
ー　
へ　
の　
再
生　
を　
図　
っ　
て　
お　

り
、　
現
在　
１　
日
当　
た　
り　
２　
２　
０　
kg
と　

約
40
％　
に　
減
少　
し　
て　
お　
り　
ま　
す
。　
平

成
12
年
度　
の　
再
生
量　
は　
約
26
・
５
ト　

ン　
（　
ト　
イ　
レ　
ッ　
ト　
ペ　
ー　
パ　
ー　
に　
換
算　
す　
る　

と　
約　
６　
２　，　
０　
０　
０　
ロ　
ー　
ル　
、　
市　
の　
施

設　
で　
使
用　
す　
る　
約　
１　
年
分　
に　
相
当
）　

で　
す
。　

温
室
効
果　
ガ　
ス　
の　
排
出
抑
制　
の　
た　

め　
に　
加
西
市
環
境
管
理
組
織
及　
び　
加

西
市
環
境
管
理
委
員
会　
が　
実
行
計

画　
に　
定　
め　
る　
取　
り
組　
み　
事
項

①
毎
週
水
曜
日　
（
市
職
員　
エ　
コ　
ア　
ク　

シ　
ョ　
ン　
デ　
ー　
）　
に　
は　
、　
コ　
ピ　
ー
・
公
用

車
・
エ　
レ　
ベ　
ー　
タ　
ー　
を　
使　
わ　
な　
い　
、　
定

時
退
庁
運
動　
の　
展
開
。　

②
執
務
前　
の　
点
灯
禁
止
、　
昼
休　
み　
の　

消
灯
、　
Ｏ　
Ａ　
機
器　
の　
主
電
源　
オ　
フ　
、　

冷
暖
房　
の　
温
度
管
理
等　
を　
徹
底
。　

今
後
の
取
り
組
み

③
市
庁
舎　
で　
取　
り
組　
ん　
で　
い　
る　
Ｉ　
Ｓ　

Ｏ　
（
国
際
標
準
化
機
構
）　
１　
４　
０　
０　

１　
構
築　
と　
の　
整
合
性　
を　
図　
る　
。

①
市　
の　
公
共
施
設　
の　
利
用
時　
に　
は　
、　

節
電　
（
照
明
、　
エ　
レ　
ベ　
ー　
タ　
ー　
で　
は　
な　

く
階
段　
を　
、　
冷
暖
房　
の　
温
度
設
定
、　

冷
房
28
℃　
暖
房
18
℃　
）、　
節
水　
に　
ご　

協
力　
を　
。　

②
家
庭　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
ご　
み　
の　
分
別
、　

リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
（
美　
バ　
ー　
ス　
デ　
ー　
）、　
買　
い　

物
袋
持
参
運
動
、　
ア　
イ　
ド　
リ　
ン　
グ　
ス　

ト　
ッ　
プ　
、　
節
水　
に　
ご　
協
力　
を　
。　

③　
ご　
み　
を　
１　
ト　
ン　
燃　
や　
す　
と　
２
・
45

ト　
ン　
（　
２
・
45
倍
）　
の　
温
室
効
果　
ガ　

ス　
が　
排
出　
さ　
れ　
ま　
す
。　
ご　
み　
の　
減
量
、　

（　
リ　
フ　
ュ　
ー　
ズ　
＝　
不
要　
な
も　
の　

は　
購
入　
し　
な　
い　
）、　

（　
リ　
デ　
ュ　

ー　
ス　
＝　
消
費　
の　
減
量
）、　

（　
リ　

ユ　
ー　
ス　
＝　
廃
棄
物　
の　
再
利
用
）
、　

（　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
＝　
廃
棄
物　
の　

再
生
利
用
）　
に　
ご　
協
力　
を　
。

こ　
の　
計
画
、　
結
果　
に　
つ　
い　
て　
の　
お　
問　

い　
合　
わ　
せ　
は　
、　
市
役
所
環
境
対
策
室　

（
電
話
42
│
８　
７　
３　
１　
）　
ま　
で　
。　
ま　
た　
、　

環
境
対
策
室
窓
口
、　
市
役
所　
ホ　
ー　
ム　

ペ　
ー　
ジ　
に　
て　
関
係
資
料　
を　
公
表　
し　
て　

い　
ま　
す　
の　
で　
ご　
利
用　
く　
だ　
さ　
い　
。

市
民　
の　
皆
様　
へ　

ご　
協
力　
の　
お　
願　
い

市
民　
の　
皆
様　
の　
更
な　
る　
ご　
協
力
を　
!

―
加
西
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
平
成
12
年
度　
の　
取　
り　
組　
み　
結
果
―



7

担
当
区
域
　
　

委
員
名
（
敬
称
略
）

◆
北
　
条

福
　
吉

徳
岡
美
智
子

本
　
町

片
岡
　
明
子

南
町
・
田
町

長
田
　
昌
代

駅
前
町

井
上
美
佐
代

御
旅
町
・
御
幸
町

井
上
美
代
子

笠
　
屋

柏
原
　
　
正

宮
　
前

松
岡
　
　
猛

曽
根
・
北
条
団
地

岡
　
タ
ケ
ノ

江
ノ
木
・
住
屋
町
・
栄
町西

村
千
枝
子

小
　
谷

長
尾
八
重
子

栗
　
田

宮
崎
　
式
明

山
田
美
代
子

横
　
尾

高
井
　
典
子

藤
原
　
武
志

古
　
坂

三
枝
　
　
實

竹
内
ひ
さ
え

古
坂
１
丁
目

辻
　
　
君
枝

古
坂
２
丁
目

永
吉
　
陵
子

古
坂
３
丁
目

塩
見
　
　
秀

区区
域域
担担
当当
民民
生生
委委
員　員　
・　・　

児児
童童
委委
員員

東
高
室

中
野
　
美
一

藤
井
真
由
美

西
高
室

高
橋
　
　
通

清
水
団
地
・
カ
ナ
ダ
村

中
川
　
千
春

東
南
・
東
南
雇
用

豊
田
　
明
子

西
南
・
西
南
雇
用

小
林
　
誠
司

黒
駒
・
女
鹿
山

藤
本
　
恵
彰

◆
富
　
田

谷
町
・
西
上
野
町

永
野
　
　
寧

西
谷
東
町
・
西
谷
西
町

石
野
　
周
作

畑
　
町

竹
内
　
章
浩

芝
自
治
区

斉
藤
　
　
隆

窪
田
町
・
吸
谷
町

山
下
み
ゆ
き

市
村
町
・
坂
元
町

小
林
　
篤
文

福
居
町

楊
井
　
奠
文

谷
口
町
・
吉
野
町
・
吉
野
自
治
区

山
野
　
正
史

◆
賀
　
茂

福
住
東
町
・
福
住
西
町

本
多
加
代
子

山
下
西
町
・
山
下
中
町

衣
笠
　
勝
弘

山
下
東
町

奥
隅
　
順
光

西
横
田
町
・
東
横
田
町

岩
本
　
珪
子

鎮
岩
町
・
岸
呂
町

神
戸
　
重
光

西
長
町
・
東
長
町

村
田
　
和
義

東
剣
坂
町

柏
原
　
温
代

西
剣
坂
町

安
積
　
輝
夫

中
山
町
・
大
柳
町

柴
田
　
典
子

◆
下
　
里

王
子
町

木
村
　
利
代

戸
田
井
町
・
両
月
町

高
見
　
昌
代

大
村
町

難
波
　
利
昭

尾
崎
町
・
尾
崎
団
地

岩
本
　
　
章
　

段
下
町
・
加
西
の
里

山
本
　
泰
弘

中
西
南
町
・
中
西
北
町

塚
本
　
信
男

琵
琶
甲
町
・
牛
居
町

内
田
　
　
徹

野
条
町
・
新
生
町

蓬
莱
す
え
子

上
野
田
町

中
川
　
　
曉

東
野
田
町

小
泉
　
由
巳

東
笠
原
町

内
藤
　
敏
明

西
笠
原
町

佐
伯
和
賀
子

三
口
町

丸
岡
　
　
孝

坂
本
町

小
林
　
節
子

倉
谷
町
・
千
ノ
沢
町

後
藤
　
良
一

◆
九
　
会

中
野
町

三
宅
　
通
義

田
原
町
（
北
）

大
橋
　
　
博

田
原
町
（
南
･

西
）

橋
爪
寿
美
子

網
引
町
・
南
網
引
町

堀
井
　
純
子

桑
原
田
町
・
栄
町

神
戸
　
興
子

繁
陽
町
・
繁
昌
町
の
一
部

山
端
　
繁
雄

繁
昌
町

山
田
　
明
美

繁
昌
自
治
区
・
下
宮
木
村
町

深
田
と
き
子

上
宮
木
町
・
工
業
団
地
社
宅

長
谷
川
泰
通

下
宮
木
町

林
田
　
　
格

鶉
野
上
町

前
田
エ
ミ
子

鶉
野
南
町

高
原
　
悦
治

鶉
野
中
町

森
川
　
　
宏

◆
富
　
合

都
染
町

岡
本
　
國
生

別
府
西
町

西
村
富
美
代

別
府
中
町

別
府
　
隆
幸

別
府
東
町
・
青
野
原
町

別
府
　
靖
夫

常
吉
町

藤
原
　
祥
子

朝
妻
町

初
田
　
源
三

豊
倉
町

岩
本
　
　
治

玉
野
町

森
田
　
捷
子

山
枝
町

上
西
　
國
雄

玉
丘
町

井
上
　
明
弘

◆
多
加
野

甲
和
泉
町
・
山
田
町

加
古
　
和
明

乙
和
泉
町

竹
内
　
齊
克

河
内
町

内
藤
　
宏
子

野
上
町

高
見
　
　
清

池
上
町
・
西
野
々
町

北
田
　
裕
久

島
町
・
満
久
町

原
田
　
三
朗

馬
渡
谷
町
・
大
工
町

北
川
　
克
行

鍛
冶
屋
町
・
油
谷
町

福
田
　
耕
作

田
谷
町

荒
田
　
正
克

国
正
町

松
本
　
祐
一

小
印
南
町

本
岡
　
　
弘

青
野
町

岡
田
　
國
男

◆
西
在
田

上
若
井
町

和
田
　
美
春

下
若
井
町

小
林
　
光
雄

大
内
町

増
田
　
和
之

下
道
山
町

竹
内
　
育
子

上
道
山
町

金
澤
　
重
彦

下
万
願
寺
町

大
塚
恵
美
子

上
万
願
寺
町

大
豊
　
正
吾

◆
在
　
田

殿
原
町

青
山
　
俊
代

鴨
谷
町

定
行
　
美
枝

笹
倉
町

大
村
　
俊
彦

中
富
町
・
中
富
雇
用
促
進
住
宅

辻
　
美
千
代

越
水
町
・
北
町

岡
田
　
忠
明

別
所
町

有
田
　
英
明

佐
谷
町

高
橋
　
　
隆

上
野
町

能
瀬
　
　
修

広
原
町

友
藤
　
義
治

下
芥
田
町

切
貫
　
啓
一

上
芥
田
町

生
澤
　
郁
雄

担
当
区
域
　
　

委
員
名
（
敬
称
略
）

北
条
中
学
校
区

吉
田
　
公
明

善
防
中
学
校
区

山
本
美
智
子

加
西
中
学
校
区

多
田
　
茂
美

泉
中
学
校
区

柴
田
　
正
子

主主
任任
児児
童童
委委
員員

12
月
１
日
付
け
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
が
改

選
さ
れ
次
の
１
１
５
名
の
み
な
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
自
立
を
助
け
社
会

福
祉
の
増
進
の
た
め
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12月1日
改 選

民
生
委
員　
・　
児
童
委
員
、　

主
任
児
童
委
員　
の　
み　
な　
さ　
ん
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市職員の給与・定員管理について公表します。
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市
で
は
、
特
産
の
ぶ
ど
う
ゴ
ー

ル
デ
ン
ベ
リ
ー
Ａ
を
使
っ
た
ワ
イ

ン
「
根
日
女
の
舞
」
を
12
月
１
日

よ
り
市
内
の
酒
店
で
販
売
中
で
す
。

今
年
は
雨
が
少
な
か
っ
た
の
で
ぶ

ど
う
の
成
熟
が
早
く
、
白
は
新
鮮　

で　
フ　
ル　
ー　
テ　
ィ　
ー　
な　
香
り
の
す
っ
き
り

と
し
た
飲
み
口
に
、
赤
は
豊
か
な

味
わ
い
で
渋
味
を
お
さ
え
た
ま
ろ

や
か
な
飲
み
口
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。
１
本
７
２
０
ml
が
１，　
３
２

５
円
、
特
別
化
粧
箱
２
本
入
２，　
８

６
０
円
（
共
に
税
込
・
限
定
白
５，　

０
０
０
本
、
赤
３，　
０
０
０
本
）

問
合
先

商
工
観
光
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

2  
0  
0  
1
加
西　
ワ　
イ　
ン　
「
根
日
女　
の　
舞
」　
発
売加西市観光・国際親善使節の

陳程（ちんてい）さんもPRに一役

か　
さ　
い　
ヌ　
ー　
ボ　
ー　
は　
い　
か　
が　
？

ふるさと加西を再発見してもらおうと、加西商工会議

所青年部（高見義人会長）は、1 1月1 1日（日）、北条町

内で歴史街道ウォークラリーを開催。参加した5 0 0人の家

族連れは普段通ることのない路地を指示され、「この路

地はここに通じてたの! ?」、「こんな所にこんなお寺がある

なんて」と驚きの連続、各ポイントに設置された、クイズ

やゲームも楽しみながら楽しい一日を過ごしました。

500人が歴史の街並みを探索
― 歴史街道ウォークラリー ―

教育委員会と体育協会は、ウォーキングの楽しさと加

西の豊かな自然と文化を再発見してもらおうと、1 1月2 4

日（土）、加西球場を発着点として「根日女ロマンの里ウ

ォーキング」を実施。家族連れから高齢者まで2 5 0人の

参加者は５k m、1 0 k m、2 0 kmの各コースに分かれ、紅

葉の美しい加西の秋を満喫しながらのウォーキングを楽し

みました。

楽しく歩いて健康づくり
根日女ロマンの里ウォーキング

11
月
19
日

（月）
、
玉
置
麻
夕
子
さ

ん
（
九
会
小
３
年
生
・
繁
陽
）
に

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
振
興

に
貢
献
し
た
方
を
称
え
る
「
さ
わ

や
か
市
民
賞
」
を
贈
り
ま
し
た
。

当
時
１
歳
だ
っ
た
麻
夕
子
さ
ん

ら
家
族
を
残
し
て
国
連
平
和
維
持

活
動
で
ア
フ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
た

元
自
衛
隊
員
の
父
の
話
を
つ
づ
っ

た
作
文
「
わ
た
し
の
青
い
ぼ
う
し
」

が
、
国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー
の

募
集
し
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
テ

ー
マ
「
21
世
紀
の
国
連
と
日
本
の

役
割
」
）
に
お
い
て
、
最
優
秀
賞

（
１
点
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の

作
文
は
国
際
理
解
教
育
資
料
と
し

て
社
会
科
副
読
本
に
も
掲
載
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

玉
置
麻
夕
子　
さ　
ん　（
九
会
小　
３　
年
生
）　
に　

さ　さ　
わ　わ　
や　や　
か　か　
市市
民民
賞賞



Town Topics Town Topics Town Topics

おにぎり談義でコミュニケーション

　柏原市長の提案で、職員と市長・助役が昼休みにおにぎりを

食べながら、何でも話し合う「昼食会」が始まりました。ざっ

くばらんな会話の飛び交うこの昼食会でコミュニケーションを

図り、新しい提案が生まれるかも。

Town TopicsTown TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

タウントピックス…………………………まちの話題

鬼ごっこはスポーツ？格闘技？

　市内在住の外国人の皆さんに日本の歴史的な文化等を

紹介しようと加西市都市親善友好協会が主催する「国際

交流バスツアー」。今年は11月25日（日）に、高松市の

栗林公園と鳴戸の渦潮を見学。日本的な借景の美しさと

大自然の力のすごさを感じた一日でした。

国際交流バスツアー　―四国編―

　11月17日（土）に東京、11月27日（火）には大阪で、加西市出

身者などが集う加西会が開かれました。ふるさとの近況報告や想い出

話に花が咲きました。

大阪加西会には、小篠綾子さん、永田萠さん、はな寛太さんらも出席

。

東京と大阪で加西会

　北条東小学校（内藤忠校長）に、同小PTA（吉田稔会長）から

寄贈されたビオトープ（全体面積約540㎡）が完成し、11月

17日（土）に池びらきが行われました。このビオトープは、

子どもたちが生き物とふれあい、生態系や自然について学べる

場として活用されます。

北条東小にビオトープが完成

　このたび市内男子最高齢者となられた十河好夫さん（100歳・

南町）を、11月22日（木）柏原市長が敬彰しました。

男子市内最高齢者　十河好夫さんを敬彰

　11月30日（金）、加西警察署（大西恒夫署長）では年末

特別警戒取締隊発隊式が行われ、さっそくパトロールに

出発。

　市民の皆様も、師走の安全運転や防犯にご協力をお願

いします。

師走の交通安全と防犯をめざして
年末特別警戒取締隊発隊式

　11月18日（日）、いこいの村を中心に開催され

たゲロゲッチュー（主催：加西市青年連絡会えんど

れす）に市内外から100人が参加。広大なエリア

を戦場にして加西名物「モリアオガエル」を追い

かける鬼ごっこに、参加者は心地よい汗を流しま

した。

　11月30日（金）、市民会館文化ホールで加西市小学校連合音楽

祭が行われ、市内11の小学校が参加。6年生を中心にこの日のため

の練習の成果を、応援に駆けつけた保護者等に披露しました。

加西市小学校連合音楽祭

　東京加西会では、琵琶

甲町出身の村上正敏氏（

時事通信社社長）がフラ

ンス最高の勲章であるレ

ジオン・ド・ヌール勲章

受賞の発表があり、出席

者の皆さんから祝福を受

けました。

　同勲章は、AFP通信社

との提携強化などによる

日仏文化交流などへの貢

献が評価されたものです。

村上正敏　時事通信社長が
レジオン・ド・ヌール勲章受賞
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11
月
11
日

（日）
、
ジ
ャ
ス
コ
加
西

店
で
、
第
22
回
古
本
市
を
開
催
し

ま
し
た
。

９
月
か
ら
古
本
の
提
供
を
呼
び

か
け
、
収
集
期
間
中
に
寄
せ
ら
れ

た
本
は
、
１
７，　
０
２
２
冊
。
の
べ

65
人
の
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

と
、
の
べ
85
人
の
設
営
、
販
売
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
手
で
、
今
年

も
盛
大
に
古
本
市
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
売
上
げ
は
、
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、
５
５
５，　
０
６
５
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
収
益
金
は

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
活
動

資
金
と
し
て
、
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

年
末
・
年
始
に
な
る
と
、
忘
年

会
、
新
年
会
で
飲
酒
の
機
会
が
多

く
な
り
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

に
な
る
方
が
多
く
出
て
い
ま
す
。

☆　
イ　
ッ　
キ　
飲　
み　
は　
や　
め　
よ　
う
!

血
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
最

高
に
達
す
る
ま
で
に
は
、
飲
酒
し

て
か
ら
30
〜
60
分
ほ
ど
か
か
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
大
量
の
ア
ル
コ

ー
ル
を
一
時
に
摂
る
と
血
中
の
ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
が
急
激
に
上
昇
し
、

一
気
に
「
泥
酔
」「
昏
睡
」
状
態
に

な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
呼
吸
困

難
な
ど
危
険
な
状
態
を
引
き
起
こ

す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
急

性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
す
。

こ　
ん　
な　
時　
は　
す　
ぐ　
救
急
車　
を

・
大　
イ　
ビ　
キ　
を　
か　
い　
て　
、　
ギ　
ュ　ッ　
と　
つ　
ね　

っ　
て　
も　
ま　
っ　
た　
く
反
応　
が　
な　
い　
。

・
倒
れ
て
、
口
か
ら
泡
を
ふ
い
て

い
る
。

・
体
温　
が　
下　
が　
っ　
て　
全
身　
が　
冷　
た　
い　
。

・
呼
吸
が
異
常
に
速
く
て
浅
い
か
、

異
常
に
ゆ
っ
く
り
。

・
大
量
の
血
を

吐
い
た
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
九
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
は
、
第
４
日
曜
日

以
外
の
日
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
時
間
・
場
所
等
は
消
防
本
部

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
を
受

講
し
て
か
ら
３
年
を
経
過
さ
れ
た

方
は
、
救
命
技
能
を
維
持
向
上
す

る
た
め
に
、
再
講
習
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
一
家

に
一
人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し

ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部
（
電

話
42
│
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急
係

ま
で
。

☆　
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

10
月　
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
　
　
１
４
５
名
〕　

▽　
市
消
防
団
員
　
　

１
４
３
名

▽
一
般
受
講
者

２
名

北
西
悟
司
・
廣
岡
伶
子

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　
　
69
名
〕　

▽
市
消
防
団
員

69
名

皆
さ
ん
も
知
っ
て
お
ら
れ
る
と

お
り
、
先
月
７
日
、
埼
玉
県
越
谷

市
で
食
事
会
中
、
幼
児
４
名
が
焼

死
し
た
痛
ま
し
い
住
宅
火
災
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
火
災
の
原
因
は
、
台
所
で

ガ
ス
を
点
け
て
い
て
、
そ
の
場
を

離
れ
た
た
め
、
や
か
ん
の
火
が
隣

の
天
ぷ
ら
鍋
の
油
に
燃
え
移
り
火

災
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
が
起
き
な
い
よ

う
、
料
理
中
は
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ

る
と
き
の
み
な
ら
ず
、
ガ
ス
を
付

け
た
と
き
は
そ
の
場
を
絶
対
に
離

れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
離
れ
る
と

き
は
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
用
事

（
電
話
・
来
客
・
片
付
け
等
）
を
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
慌
た
だ

し
い
毎
日
が
続
き
ま
す
が
、
火
の

元
の
点
検
・
確
認
を
徹
底
し
て
楽

し
い
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

第第
2222
回回

古古
本本
市市

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

離　
れ　
る　
時　
は　

火
を　
消　
し　
て　
!

急
性　
ア　
ル　
コ　
ー　
ル　

中
毒　
に　
つ　
い　
て

家
族
の
命
が
救
え
る

市
民
救
命
士
講
習
会

空
車
か
ら
人
が
降
り
て
い
る
遠
景
の
時
間

青
銅
の
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
秋
で
あ
る

風
が
見
つ
め
る
蜘
蛛
一
匹
の
一
本
の
糸

大
温
室
に
ア
フ
ガ
ン
の
花
　
潜
ん
で
い
る

携
帯
電
話
で
頭
下
げ
た
人
と
も
う
す
ぐ
会
う

境
界
線
越
え
て
く
る
草
に
も
風
は
優
し
い
の
で
す

球
形
の
水
平
線
　
き
な
臭
い
洛
陽

見
廻
し
て
も
同
じ
風
景
の
中
　
気
儘
な
一
人
旅

い
し
だ
　
實

山
本
　
二
昭

岡
　
　
夕
花

北
村
　
栄
一

荻
野
　
　
享

辻
　
　
美
沙

佐
治
　
　
靖

井
塚
　
理
人



13 交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書

シャトウルージュ （渡辺淳一著）
火宅の坂 （澤田ふじ子著）
飛ぶ男、 む女 （椎名　誠著）
盤上の敵 （北村　薫著）
多摩湖畔殺人事件

（内田康夫著）
ロシア幽霊軍艦事件

（島田荘司著）
アブラクサスの祭（玄侑宗久著）
キマイラ （夢枕　獏著）
ほんまもん 上 （西荻弓絵著）

上海カサブランカ（生島治郎著）
沈黙のアスリート （吉田直樹著）
天を衝く （高橋克彦著）
死神の町 （森村誠一著）
薔薇いろのメランコリア

（小池真理子著）
昨晩お会いしましょう

（田口ランディック著）
傷口 （浅野裕子著）
七人の岡っ引き （小杉健治著）

ほか

市市立立図図書書館館だだよよりり

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

〔おはなし会〕1月12日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・12月20日（木）・23日（日）

12月28日（金）～1月4日（金）・1月15日（火）

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

12月20日（木）北部公民館

１月10日（木）農村環境改善センター・１月10日（木）健康福祉会館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時

■法律相談

12月27日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

わたしの夢
下里小学校５年

塚　前　阿李紗さん

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成13年10月生れの乳児 12月25日（火） 午後１時～２時

《平成13年11月生れの乳児 １月22日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成13年８月生れの乳児 １月７日（月） 午後１時～２時

《平成13年９月生れの乳児 ２月６日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成12年７月生れの幼児 １月８日（火） 午後１時～２時

《平成12年８月生れの幼児 ２月12日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成10年10月生れの幼児 12月18日（火） 午後１時～２時

《平成10年11月生れの幼児 １月15日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 １月９日（水） 午後１時～２時

《２月13日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者　３～５カ月児の保護者 １月９日（水） 午後１時～１時30分

エプロンをご持参下さい。 《２月13日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

12月20日（木） 午前９時～９時30分

《１月17日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越し下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２３）

赤坂美
み

穂
ほ

ちゃん（北条町北条）

2歳3カ月

〈ママの一言〉

歌とダンスが大好きな美

穂。お兄ちゃんとずっと仲良

しでいてね。

パパ・興志さん

ママ・友美さん

※ほんの一部です。

12月 16日（日） あさじ医院 （若井町・電話44-０２２５）
23日（日） 横田内科医院 （北条町・電話42-５７１５）
24日（月） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）
30日（日） さたけ小児科 （北条町・電話43-１７１７）
31日（月） 徳岡内科 （北条町・電話42-０１７８）

1月 1日（火） 天沼医院 （北条町・電話42-３６３６）
2日（水） 佐竹医院 （北条町・電話42-４０５７）
3日（木） 安積医院 （西剣坂町・電話46-０３６１）
6日（日） 大杉内科医院 （別府町・電話47-００２３）

13日（日） おりた外科胃腸科医院 （北条町・電話42-６０００）
14日（月） 荒木医院 （北条町・電話43-９７１１）

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　１月19日（土）午前９時30分～10時
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　２月16日（土）午前９時30分～10時

問合先 健康長寿課（電話42-8723）

★電話でご予約の上、参加下さい。

※変更になることがありますので、お確かめください。
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☆世界人権宣言にちなんで

1 9 4 5年（昭和2 0年）6月2 6日、サンフランシスコ

会議で「国際連合憲章」が成立し、平和の維持・人

権の保障・国際経済問題の解決などを活動の目的と

する「国際連合」が設立されました。その後、人権

委員会で考えられた「世界人権宣言」が、1 9 4 8年

1 2月1 0日の第3回国際連合総会において採択されま

した。

宣言文は、前文以下 3 0条にわたっており、自由

権・参政権・生存権等について詳細に規定しています。

何より重要なことは、これが「すべての人民とすべて

の国とが達成すべき共通の基準として公布」されて

いるということです。このことは「平和のないところ

に人権はない」「人権のないところに平和はない」と

いうことに人々が気づき、共通理解をした歴史的瞬

間と言えるでしょう。

わが国では「世界人権宣言」が採択されたこの1 2

月1 0日（人権デー）を最終とする、1 2月4日から1 2

月1 0日までの1週間を『人権週間』としています。加

西市でも人権週間にちなみ市内4公民館において、

人権を考える「フィルムフォーラム」を開催しています。

2 1世紀の社会が、お互いの幸せな生活を脅かすこ

となく、すべての人々の人権が尊重される社会とな

るように、みんなで考えていきましょう。

人 権 週 間

善
防
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
北
側

に
善
防
池
が
あ
り
ま
す
が
、
池
の

中
央
部
分
に
島
状
の
高
ま
り
が
残

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
善
防
古
墳

と
呼
ば
れ
て
い
る
円
墳
で
、
直
径

約
一
九
メ
ー
ト
ル
の
墳
丘
と
横よ

こ

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

古
墳
は
古
墳
時
代
後
期
（
約
一
四

〇
〇
年
前
）
に
造
ら
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
古
墳
の
周
辺
は
池
の
中
で

も
や
や
小
高
い
場
所
に
な
っ
て
お

り
、
地
表
面
に
は
縄
文
時
代
（
約

六
千
年
前
）
の
石
鏃
（
石

製
の
矢
じ
り
）
が
大
量
に

散
布
し
て
い
ま
し
た
。
発

掘
調
査
の
結
果
、
百
点
近

い
石
鏃
と
、
そ
れ
を
製
作

し
た
と
き
に
生
じ
る
剥は

く

片へ
ん

（
石い

し

屑く
ず

）
が
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
採
集
さ
れ
て
お
り
、

104

善
防
池
遺
跡
・
善
防
古
墳
…
両
月
町

大
量
に
見
つ
か
っ
た
石せ

き

鏃ぞ
く

縄
文
時
代
の
石
器
製
作
の
作
業
場
跡　
？

1. 善防古墳　2. 善防池遺跡

位置図

今
、　
北
条
中
学
校　
で　

は　
、　
数
学　
と　
英
語　
の　
授

業　
で　
新　
し　
い　
取　
り
組　
み　
を　
し　
て　
い　
ま　

す
。　
そ　
れ　
は　
、　
３　
年
生　
を　
中
心　
に　
、　

一　
つ　
の　
学
級　
を　
「
基
礎
・
基
本
定
着　

コ　
ー　
ス　
」　
と　
「
普
通　
コ　
ー　
ス　
」　
に　
分　
け　

て　
い　
る　
こ　
と　
で　
す
。　
ど　
ち　
ら　
を　
希
望　
す　

る　
か　
は　
、　
本
人　
と　
保
護
者　
の　
意
思　
で　

選
択　
し　
ま　
す
。　
自
分　
を　
し　
っ　
か　
り　
見

つ　
め　
直
し　
、　
自
分　
に　
あ　
っ　
た　
コ　
ー　
ス　
で　

学
習　
す　
る　
こ　
と　
は　

も　
ち　
ろ　
ん　
の　
こ　
と　
、　

少
人
数　
で　
き　
め　
細　

や　
か　
な　
指
導　
の　
も　

と　
、　
一
人　
ひ　
と　
り　

を　
伸　
ば　
し　
て　
い　
く
。　

こ　
れ　
が　
新　
し　
い　
取　
り

組　
み　
の　
ね　
ら　
い　
で　

す
。　ど　

ち　
ら　
の　
コ　
ー　
ス　

も　
学
習
内
容　
は　
同　

じ　
で　
す　
が　
、　
「
基

礎　
・　
基
本
定
着　
コ　
ー　

ス　
」　
で　
は　
、　
基
礎
・

基
本　
の　
復
習　
や　
反
復　
を　
中
心　
に　
学
習　

し　
、　「
分　
か　
っ　
た　
。」　
と　
い　
う
充
実
感　

が　
少　
し　
で　
も　
多　
く
も　
て　
る　
こ　
と　
を　
目

標　
と　
し　
て　
い　
ま　
す
。　
今　
ま　
で　
簡
単　
な　

こ　
と　
を　
質
問　
す　
る　
と　
、　
み　
ん　
な　
に　
笑　

わ　
れ　
る　
と　
恥　
ず　
か　
し　
が　
っ　
て　
い　
た　
生
徒

も　
、　
授
業
中　
「
先
生
分　
か　
れ　
へ　
ん　
わ　
、　

教
え　
て　
。」　
な　
ど　
と　
い　
う
声　
が　
飛　
び　
交　

っ　
て　
い　
ま　
す
。　
さ　
ら　
に　
、　
市　
の　
予
算　
を　

も　
ら　
い　
ヤ　
ン　
グ　
ア　
ド　
バ　
イ　
ザ　
ー　
な　
る　
指

導
補
助
員　
に　
も　
入　
っ　
て　
も　
ら　
い　
、　
分　
か　

ら　
な　
い　
と　
い　
つ　
で　
も　
質
問　
で　
き　
る　
体
制　

を　
と　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　
こ　
の　
補
助
員　
は　
、　

年
齢
的　
に　
も　
生
徒　
と　
近　
い　
の　
で　
、　
生

徒
達　
は　
補
助
員　
が　
来　
る　
の　
を　
楽　
し　
み　

に　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

ま　
た　
、　「
普
通　
コ　
ー　
ス　
」　
で　
は　
、　
時　

に　
は　
難　
し　
い　
学
習　
に　
も　
取　
り
組　

み　
、　

″　う　
ー　
ん　
″
と　
頭　
を　
ひ　
ね　
る　
こ　
と　

も　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
難
問　
が　
解　
け　
た　
後　

は　
、　
充
実
感　
に　
満　
ち　
あ　
ふ　
れ　
て　
い　
ま　

す
。　
さ　
ら　
に　
、　
演
習
問
題　
な　
ど　
で　
は　

「
多　
く　
の　
問
題　
を　
早　

く
解　
こ　
う
。
」　
と　
、　

目
標　
を　
高　
く
持　
ち　
な　

が　
ら　
熱
心　
に　
取　
り
組　

ん　
で　
い　
ま　
す
。　
も　
ち　

ろ　
ん　
少
人
数　
の　
た　

め　
、　
質
問
も　
し　
や　
す　

い　
雰
囲
気　
は　
「
基

礎
・
基
本
定
着　
コ　
ー　

ス　
」　
と　
同　
じ　
で　
す
。　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
に　
あ　
っ　

た　
学
習　
は　
、　
生
徒　
た　

ち　
の　
意
欲　
を　
高　
め　
、　

今　
ま　
で　
よ　
り　
ず　
っ　
と　

学
習　
し　
や　
す　
い　
雰
囲
気　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　

す
。　た　

だ　
、　
気
楽　
な　
気
持　
ち　
か　
ら　
つ　
い　
つ　

い　
無
駄
話　
等
も　
出　
て　
し　
ま　
い　
、　
残
念　

な　
と　
こ　
ろ　
も　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
自
分　
が　

学
習　
し　
よ　
う
と　
思
え　
ば　
い　
く　
ら　
で　
も　

学
習　
し　
て　
い　
け　
る　
体
制　
は　
、　
や　
は　
り

魅
力
的　
で　
す
。　
ま　
だ　
ま　
だ　
、　
始　
ま　
っ　

た　
ば　
か　
り　
の　
授
業
形
態　
で　
す　
が　
、　
さ　

ら　
に　
充
実　
さ　
せ　
て　
、　
一
人　
ひ　
と　
り　
を　

伸　
ば　
す
授
業　
を　
展
開　
し　
て　
い　
き　
た　
い　

と　
考
え　
て　
い　
ま　
す
。　

新
学
習　
シ　
ス　
テ　
ム　
を
取　
り
入　
れ　
て

加加
西西
市市
立立
北北
条条
中中
学学
校校

復元した弓矢

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www.hyogo-c.ed.jp/̃hojohigashi-es/  北条東小学校

石
材
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
と
チ
ャ
ー
ト

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
場
所
で
縄
文

人
が
石
器
の
製
作
に
励
ん
で
い
た

の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
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ま
く
い
か
ず
に
、
ブ
ド
ウ
糖
の
濃
度
（
血

糖
値
）
が
高
く
な
り
す
ぎ
る
と
、
体
中
の

血
管
が
障
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
毛

細
血
管
が
障
害
を
受
け
る
と
、
主
と
し
て

目
（
網
膜
）、
腎
臓
、
神
経
な
ど
に
異
常
が

で
て
き
て
、
最
悪
の
場
合
は
失
明
や
腎
不

全
、
突
然
死
な
ど
を
招
き
ま
す
。
こ
れ
が

糖
尿
病
の
合
併
症
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

多
く
の
研
究
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
異

常
が
出
現
す
る
の
は
、
血
糖
値
が
２
０
０

mg
／　
dl
を
超
え
た
場
合
で
あ
る
事
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。
空
腹
時
に
は
血
糖
値
は

低
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
時
１
２
６

mg
／　
dl
以
上
の
血
糖
値
だ
と
、
食
後
に
は

２
０
０　
mg
／　
dl
を
超
え
て
し
ま
い
、
こ
れ
以

上
の
値
を
示
す
場
合
は
病
気
と
し
て
治
療

す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
９
年
11
月
に
厚
生
労
働
省
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
、
糖
尿
病
実
態
調
査
報
告
書

に
よ
り
ま
す
と
、
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ

る
人
は
推
計
６
９
０
万
人
、
40
歳
以
上
の

10
人
に
１
人
は
糖
尿
病
で
あ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
当
時
、
健
康
保
険
で

治
療
を
受
け
て
お
ら
れ
た
糖
尿
病
患
者
さ

ん
は
２
８
０
万
人
で
し
た
の
で
、
私
達
が

診
察
さ
せ
て
頂
い
て
い
た
方
々
は
氷
山
の

一
角
に
過
ぎ
な
か
っ
た
事
が
分
か
っ
た
の

で
す
。

現
在
、
糖
尿
病
の
診
断
は
、
血
液
の
中

に
解
け
て
い
る
ブ
ド
ウ
糖
の
濃
度
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
糖
と
い
う
の
は
、

体
の
各
細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、

摂
取
し
た
食
物
な
ど
か
ら
体
の
中
で
作
ら

れ
る
物
質
で
す
。
こ
の
濃
度
の
調
節
が
う

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
点
で

は
、
自
覚
で
き
る
症
状
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

″　喉
が
渇
く
″　、

″　尿
が
近
い
″　、

″　体
重
が
急
に
減

る
″　、

″　体
が
だ
る
い
″
な
ど
、
従

来
、
糖
尿
病
の
症
状
と
し
て
語
ら

れ
て
き
た
症
状
が
現
れ
る
の
は
、

発
病
し
て
２
〜
３
年
も
立
っ
て
か

ら
、
血
糖
値
が
ず
っ
と
高
く
な
っ

て
か
ら
な
の
で
す
。

糖
尿
病
の
合
併
症
は
、
高
血
糖

が
５
年
ほ
ど
続
く
と
出
現
し
て
き

ま
す
。
し
か
も
一
旦
発
症
し
た
糖

尿
病
の
合
併
症
は
治
療
が
困
難
な

場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
恐

ろ
し
い
糖
尿
病
の
合
併
症
を
避
け

る
た
め
に
は
、

″　氷
山
の
一
角
″
で

あ
る
症
状
の
み
に
頼
ら
ず
、
定
期

的
に
健
診
を
受
け
、
異
常
が
発
見

さ
れ
た
ら
、
直
ち
に
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

強い力で歯ブラシを子どもの歯ぐき

に当てていませんか。鉛筆を持つよう

にして練習してみましょう。１～２歳頃

は唇と前歯の間が狭く歯ブラシが当る

と痛いので図

のように指でガ

ードしましょう。

（加西市歯科衛生士会）

小さな工夫で楽しい歯磨きタイムに!

コレステロールが高くなってきた方を対象

に教室を開きました。そこに参加されたＡ

さんは食事に野菜や魚を多く取り入れる

等、日頃から気を付けられており、コレス

テロールを高める原因がなかなか見つかり

ません。さらに話を進めるうちに、毎日マ

ヨネーズをたっぷりと使ったり、喉の渇きを

いやすために果物（みかんや柿を一日に

約４個）を多く食べるなど普段あまり気にさ

れていなかった料理の味付けや間食の問

題に気付きました。そこで、マヨネーズを和

え物に使用せず、小皿に少し入れて野菜

に付ける・果物は一日1 50グラム程度に

し、喉が渇いた時はお茶を飲む等、小さ

な目標を立て実行されました。２か月後の

検査では、コレステロール値は正常値に近

づきデータの改善が目に見えてきました。

また、運動習慣がなかったＢさんは、毎日

歩数記録をつけながらウォーキングを始め

られ、2か月後にはデータが改善しました。

このような努力を続けることで素晴らしい効

果が期待できそうです。

まずは自分の健診結果を確認してみて

ください。「要注意」の方は今がスタート

の時期。無理なく続けられる小さな目標を

立て、継続することが成功のカギです。

「精密検査が必要」となっている方は健診

結果を持って早めにかかりつけの医療機

関に相談することがまず一番。自覚症状

が無いからと油断しないようにしてください。

毎週水曜日（受付13：00～14：3 0）に健

康増進センターで「スマイル健康相談」

（予約制）を開いています。健康に関する

相談のある方はぜひご利用ください。

申込先 健康長寿課（電話42-８７２３）

健診結果が「要注意」の方へ

〈作り方（2人分）〉

①はんぺん（6 0 g）は１c m角に切り、
ねぎ（適宜）は粗みじん切りにする。

②①に納豆（１パック・5 0 g）、溶き卵
（2個）、小麦粉（大さじ１）、酒（大

さじ１）、塩（１つまみ）を加えてよく
混ぜる。

③フライパンを熱してサラダ油小さじ1 / 2をなじませ、
②を丸く流してじっくり両面を焼く。好みでお好み
焼き用ソース、青のり粉、からしじょうゆをつけて
食べます。

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ
http://www.hospital.kasai.hyogo.jp でご覧になれます。

氷
山　
の　
一
角

│

糖
尿
病　
に　
つ　
い　
て
│

〈シェフから一言〉

健康福祉まつりに試食を提供し
ました。納豆の臭いをあまり気
にすることなく、おいしく食べら
れます。

市立加西病院

内科部長内分泌代謝内科

山谷　利幸



16下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

期
　
日

１
月
20
日

（日）
９
時
〜

小
雨
決
行
〔
雨
天
１
月
27
日

（日）
〕

場
　
所

善
防
中
学
校
周
辺　
コ　
ー　
ス

参
加
資
格

加
西
市
内
に
居
住
、

勤
務
、
通
学
し
て
い
る
方

①
一
般
の
部
（
１
部
・
２
部
）

総
距
離
　
12
・
５
km

②
壮
年
の
部
（
３
部
）

総
距
離
　
11
・
０
km

③
女
子
中　
・　
高
校
生　
の　
部　
（　
４
部
・
５
部
）　

総
距
離
　
11
・
０
km

④
女
子
一
般
の
部
（
６
部
）

総
距
離
　
８
・
０
km

参
加
費

16
歳
以
上
の
選
手
が
３

名
以
上
の
チ
ー
ム
　
２，　
０
０
０
円

中
学
生
の
チ
ー
ム
　
１，　
０
０
０
円

参
加
申
込

�
期
日

１
月
11
日

（金）
必
着

�
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で
。

�
宛
先

〒
６
７
５
│
２
３
０
３
　

北
条
町
古
坂
８
８
２
│
14

加
西
市

陸
上
競
技
協
会
　
植
田
正
吾
宛

（
電
話
42
│
３
２
５
３
）

第
30
回

市
民
駅
伝
競
走
大
会

問
合
先

体
育
保
健
課

（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

※
雨
天
時
　
善
防
中
学
校

（
電
話
48
│
２
１
８
８
）

日
　
時

１
月
20
日

（日）
９
時
〜

※
雨
天
27
日

（日）

場
　
所

善
防
中
学
校
周
辺　
コ　
ー　
ス

チ
ー
ム
編
成

北
播
地
区
の
小
学

校
５
・
６
年
、
男
女
・
学
年
別
で

１
チ
ー
ム
５
名
（
１
区
間
１
・
６

km
）

参
加
費

１
チ
ー
ム
１，　
０
０
０
円

申
込
締
切

12
月
25
日

（火）

申
込
先

〒
６
７
５
│
２
２
２
３

三
口
町
７
４
０
　
稲
岡
進
宛

（
電
話
48
│
２
０
７
７
）

日
　
時

２
月
３
日

（日）

受
　
付

午
前
８
時
30
分
〜
９
時

30
分
　
※
雨
天
決
行

コ
ー
ス

市
民
会
館
前
〜
玉
丘
町

交
差
点
付
近
折
り
返
し
（
２
km
）

参
加
資
格

北
播
地
区
の
小
学

５
・
６
年
生
男
女

│
兵
庫
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
協
賛
事
業
│

北
播
小
学
生　
ロ　
ー　
ド　
レ　
ー　
ス　

カ　
ー　
ニ　
バ　
ル　
出
場
者
募
集

北
播
小
学
生
駅
伝

カ　
ー　
ニ　
バ　
ル　
参
加
者
募
集

参
加
費

無
料

申
込
先

ハ
ガ　
キ　
に　
、　
住
所
、　
氏
名
、　

性
別
、　
学
校
名
、　
学
年
、　
電
話
番
号
、　

保
護
者
同
意
署
名　
を　
記
入　
し　
て　
、　
１　

月
16
日

（　水　）　
ま　
で　
に　
、
〒
６
７
５
│
２

３
１
２
北
条
町
北
条
１
２
３
９
│

３
　
加
西
市
陸
上
競
技
協
会
　
岡

本
昌
文
　
宛
（
電
話

（自）
42
│
２
１

８
４
　

（勤）
42
│
０
０
６
２
）

問
合
先

体
育
保
健
課

（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

今
年
１
月
よ
り
１
ヵ
月
に
３
０，　

０
０
０
円
以
上
の
一
部
負
担
金
を

支
払
っ
た
老
人
が
、
同
一
世
帯
に

複
数
い
る
時
な
ど
は
合
算
し
て
３

７，　
２
０
０
円
を
超
え
る
額
が
、
申

請
に
よ
り
高
額
医
療
費
と
し
て
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

方
等
の
場
合
は
、
２
１，　
０
０
０
円

以
上
の
一
部
負
担
金
を
合
算
し
て

２
４，　
６
０
０
円
を
超
え
る
額
が
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。）

※
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
で
、
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康

保
険
証
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
は
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

老
人
保
健
及　
び　
老
人
医
療　

の　
高
額
医
療
費
支
給
制
度

問
合
先

保
険
課
国
保
医
療
係

（
電
話
42
│
８
７
２
１
）

対
象
者

現
在
、
特
定
疾
患
の
医

療
受
給
者
証
を
有
し
、
平
成
14
年

４
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
受
給

者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

申
請
期
間

１
月
４
日

（金）
〜

３
月
29
日

（金）

注
意
事
項

今
回
か
ら
初
回
申
請

年
度
に
よ
り
提
出
書
類
が
異
な
り

ま
す
。（
申
請
は
で
き
れ
ば
２
月
末

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
）

問
合
・
申
請
先

加
西
健
康
福
祉

事
務
所
（
電
話
42
│
０
２
６
６
）

保
険
料　
は　
社
会
保
険
事
務
所　
へ

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

の
方
が
保
険
料
を
納
め
る
場
合
、

現
在
は
市
役
所
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
納
付
書
に
よ
り
市
へ
納
め
て
頂

い
て
い
ま
す
が
、
平
成
14
年
４
月

以
降
の
国
民
年
金
保
険
料
は
国

（
社
会
保
険
事
務
所
）
が
取
り
扱
い

ま
す
。

従
っ
て
納
付
書
の
発
行
や
口
座

振
替
の
取
り
扱
い
は
社
会
保
険
事

平
成
14
年
４　
月　
か　
ら　

国
民
年
金　
が　
変　
わ　
り　
ま　
す

難
病
特
定
疾
患
受
給
者
証

の
継
続
申
請
を
!

2 5歳男性。友人に「健康食品の紹介販売をしないか」

と誘われ、クレジット払いで3 0万円の商品を契約した。1

ヶ月を過ぎた頃親に知られ反対された。母親が販売業者

に電話で解約を申し出て一方的に商品を返却したが、ク

レジットの引き落としは続いている。どうすればよいか？

契約者本人が販売業者に解約意思を伝えていないし、電

話で伝えただけでは解約申し出の証拠が残らないため、こ

のままでは販売業者に解約を拒否されても仕方ありません。

販売業者に解約を伝える時は、解約意思と理由を書面

に書いて本人が申し出てから根気強く話し合う必要があり

ます。クレジット会社には支払停止を願い出る書面を出し

ておきましょう。

クーリングオフ期間を過ぎてからの解約は困難です。で

きるだけ早く相談してください。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時～午後4時、

市役所2階　電話42-8739）

消費生活相談Q&A 解約申し出は書面でOK!

ハナサク

Ｑ

Ａ



17

務
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

※
ま
た
、
同
時
に
第
３
号
被
保
険

者
該
当
届
を
市
役
所
に
届
け
る
必

要
は
な
く
な
り
ま
す
。

問
合
先

加
古
川
社
会
保
険
事
務

所
（
電
話　
０　
７　
９　
４　
│
27
│　
４　
５　
１　
１　
）

成
人
特
例
入
試
（
満
20
歳
以
上
）

・
学
力
試
験
な
し

・
作
文
と
面
接
で
合
否
判
定

試
験
日

３
月
15
日

（金）

受
付
期
間

２
月
21
日

（木）
〜
25
日

（月）

問
合
先

北
条
高
校
定
時
制

（
電
話
48
│
２
３
１
１
）

日
　
時

平
成
14
年
１
月
20
日

（日）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

記
念
講
演

講
　
師

鈴
木
ひ
と
み
氏
（
元
ミ

ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
準
日
本

代
表
、
頚
椎
を
骨
折
後
も
車
椅
子

陸
上
の
国
際
大
会
等
で
活
躍
）

テ
ー
マ

〜
絶
望
の
ど
ん
底
か
ら

這
い
上
が
る
ま
で
の
軌
跡
〜
車
椅

子
か
ら
の
出
発
（
た
び
だ
ち
）

入
　
場

無
料

加
西　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
協
会

25
周
年
記
念
講
演
会

も　
う　
一
度
青
春　
し　
ま　
せ　
ん　
か　

北
条
高
校
定
時
制　
で

問
合
先

加
西　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
協
会

（
電
話
43
│
０
３
６
１
）

冬
は
一
年
で
最
も
血
液
の
不
足

す
る
季
節
で
す
。

日
　
時

１
月
９
日

（水）
10
時
〜
11

時
30
分
、
12
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　
所

市
役
所

主
　
催

加
西　
ラ　
イ　
オ　
ン　
ズ　
ク　
ラ　
ブ

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

市
立
善
防
園
で
栽
培
し
た
白

菜
・
ネ
ギ
を
12
月
25
日

（火）
〜
27
日

（木）
の
午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

の
間
に
旧
消
防
庁
舎
跡
地
（
北
条

町
東
南
）
で
即
売
し
ま
す
。
※
完

売
に
な
り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。

問
合
先

善
防
園

（
電
話
48
│
３
９
９
９
）

日
　
時

１
月
26
日

（土）

午
後
２
時
〜
３
時
20
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

加
西　
お　
や　
こ　
劇
場
第
86
回
例
会

劇
団　
コ　
ー　
ロ　
の　

「
三　
び　
き　
の　
子　
ぶ　
た　
」

白
菜
・
ネ
ギ
を
販
売

冬　
の　
献
血　
に　
ご　
協
力　
を

入
会
金

３
０
０
円
　
会
費
　
月

８
０
０
円
（
４
歳
以
上
）

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
電
話
43
│
０
８
３
０
）

在
住
外
国
人
の
増
加
と
と
も
に

日
本
語
学
習
目
的
が
多
様
化
し
、

よ
り
多
く
の
日
本
語
講
座
の
開
講

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

外
国
語
と
し
て
の
日
本
語
を
教
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語
教
師
を

養
成
し
、
教
育
活
動
を
通
し
て
国

際
交
流
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

内
　
容

日
本
語
教
授
法
入
門
講
座

媒
介
語
を
使
わ
な
い
教
え
方
を
、

実
習
を
交
え
て
学
び
ま
す
。

募
集
定
員
・
対
象

50
名
　
外
国

人
に
日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
方
で
、
全

講
座
６
回
出
席
で
き
る
方
（
特
に

語
学
力
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。）

主
　
催

（財）
兵
庫
県
国
際
交
流
協

会
・
加
西
市
都
市
親
善
友
好
協
会

日
　
程

１
月
19
日

（土）
、
１
月
26
日

（土）
）、
２

月
９
日

（土）
、
２
月
23
日

（土）
）、
３
月

２
日

（土）
、
３
月
９
日

（土）
（
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
４
時
15
分
　
延
べ

６
回
　
計
30
時
間
）

日
本
語
教
育

ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
養
成
講
座

会
　
場

健
康
福
祉
会
館

受
講
料

無
料
　

※
た
だ
し
、
教
材
費
（
５，　
４
８
０

円
）
は
受
講
者
負
担
。

講
　
師

（財）
兵
庫
県
国
際
交
流
協

会
日
本
語
教
育
指
導
員

申
込
方
法

１
月
10
日
ま
で
に
加

西
市
都
市
親
善
友
好
協
会
（
電
話

42
│
８
７
０
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
│
０
２

９
１
）
へ
。

※
講
座
内
容
に
つ
い
て
は

（財）
兵
庫

県
国
際
交
流
協
会
（
担
当
＝
瀬
古
）

ま
で
（
電
話
０
７
８
│
２
３
０
│
３

２
６
０
）

健
康
福
祉
会
館
で
は
、
社
交
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
ま
す
。

期
　
日

１
月
19
日

（土）

午
後
１
時
〜
（
１
時
間
半
の
予
定
）

対
象
者

年
齢
・
性
別
不
問
（
ダ

ン
ス
を
楽
し
み
た
い
方
）

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

参
加
費

３
０
０
円　
（
整
理
券
発
行
）

販
売
方
法

健
康
福
祉
会
館

１
階
窓
口
に
て
販
売

販
売
開
始
日

12
月
17
日

（月）
か
ら

問
合
先

健
康
福
祉
会
館
　
社
交

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
係
（
電
話
42
│

６
７
０
０
）
ま
で
。

今
年　
も　
開
催
!  『　
ふ　
れ　
あ　
い　

社
交　
ダ　
ン　
ス　
パ　
ー　
テ　
ィ　
ー
』

再生修理会
日　時 １月21日（月）

場　所 ＪＡかさいし北条支店

（受付：午前９時～11時）

場　所 ＪＡかさいし富田支店

（受付：午後１時～３時）
対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等

問合先 くらしと生活を守る会

事務局（電話42-８７３１）

日　時：平成14年1月26日（土）

18時00分開場 18時30分開演

場　所：市民会館文化ホール

チケット販売：市民会館ほか

チケット料金：5,500円

（全席指定、当日6,000円）

問合先：都市施設公社

（電話42-0112）

好評発売中
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子
宮
が
ん
検
診
は
、
頚
部
が
ん

と
体
部
が
ん
の
両
方
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
忘
れ
が
ち
な
骨
と
歯

の
検
診
と
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
も
同

時
に
実
施
し
ま
す
。

日
　
時

１
月
25
日

（金）

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・

市
立
加
西
病
院

対
　
象

30
歳
以
上
（
昭
和
47
年

４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性

人
　
員

40
名

料
　
金

・
子
宮
が
ん
検
診

２，　
３
０
０
円

・
乳
が
ん
検
診

８
０
０
円

・
骨
粗
鬆
症
健
診

１，　
０
０
０
円

・
歯
科
検
診

無
　
料

申
込
先

１　
月
10
日

（　木　）　
ま　
で　
に　
健
康

長
寿
課　
（
電
話
42
│
８　
７　
２　
３　
）　
へ
。　

受
付
後
健
診
受
診
票
を
送
り
ま
す
。

リ　
ズ　
ム　
に　
合　
わ　
せ　
て　
体　
を　
動　
か　
し　
、　

第
３　
回　
『
気
分　
ス　
ッ　
キ　
リ　
☆　

リ　
ズ　
ム　
体
操
』　
参
加
者
募
集

レ　
デ　
ィ　
ー　
ス　
健
診　
の　

お　
知　
ら　
せ

売
却
の
方
法

一
般
競
争
入
札

入
札
に
参
加
で
き
る
方

個
人
又　
は　
法
人　
で　
、　
成
年
被
後
見

人
、　
被
保
佐
人
、　
被
補
助
人
及　
び　
破

産
者　
で　
復
権　
を　
得　
な　
い　
者
以
外　
の　
方

入
札　
に　
関　
す　
る　
事
項　
の　
告
示

12
月
17
日
付
け
で
市
役
所
に
告

示
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し

て
説
明
会
に
出
席
し
て
下
さ
い
。

説
明
会

・
日
時

１
月
18
日

（金）
午
前
10
時

・
場
所

市
役
所
４
階
入
札
室

入
札
日

・
日
時

１
月
24
日

（木）
午
前
10
時

・
場
所

市
役
所
４
階
入
札
室

問
合
先

管
財
課

（
電
話
42
│
８
７
０
４
）

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
高
齢

者
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

○
満
65
歳
以
上
の
加
西
市
民

○
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
加
西

市
民
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、
も
し
く

は
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
を
有
す
る
者
と
し
て
厚

生
労
働
省
令
に
定
め
る
方

期
　
間

11
月
21
日
〜
１
月
31
日

高
齢
者　
イ　
ン　
フ　
ル　
エ　
ン　
ザ　

予
防
接
種

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

料
　
金

３
０
０
円
（
但
し
、
生

活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方
は
事
前

申
請
に
よ
り
無
料
）

医
療
機
関

市
内
医
療
機
関
ま
た

は
北
播
磨
地
域
内
の
指
定
医
療
機

関
（
要
事
前
問
合
せ
）

※
各
種
保
険
証
な
ど
接
種
対
象
条

件
等
を
証
明
す
る
物
を
持
参
。

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

対
象
者

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平

和
条
約
に
よ
り
日
本
の
国
籍
を
離

脱
し
、
国
内
に
永
住
し
て
い
る
方

で
、
援
護
法
に
定
め
る
軍
人
・
軍

属
・
準
軍
属
で
あ
っ
た
戦
没
者
の

ご
遺
族
、
並
び
に
重
度
戦
傷
病
者

の
方
、
及
び
そ
の
ご
遺
族
。

支
給
内
容

・
戦
没
者
の
ご
遺
族
に
は

弔
慰
金
　
　
２
６
０
万
円

・
重
度
戦
傷
病
者
の
ご
遺
族
に
は

弔
慰
金
　
　
２
６
０
万
円

・
重
度
戦
傷
病
者
ご
本
人
に
は

見
舞
金
等
　
４
０
０
万
円

請
求
期
限

平
成
13
年
４
月
１
日

〜
平
成
16
年
３
月
31
日

│
特
別
永
住
者　
と　
し　
て　
の　
在
留
資
格　
を　

お　
持　
ち　
で　
、　
元
軍
人
軍
属
等　
の　
皆
様　
へ　
│

弔
慰
金
・
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

全
身
持
久
力　
を　
高　
め　
ま　
し　
ょ　
う
。　

期
　
間

１
月
16
日
か
ら
３
月
27

日
　
毎
水
曜
日
　
全
11
回
　
午
後

７
時
か
ら
午
後
８
時
30
分
ま
で

募
集
人
員

45
名
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

対
象
者

満
45
歳
〜
満
70
歳
ま
で

の
健
康
な
方
　
性
別
不
問

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

参
加
費

無
料

講
　
師

鴨
川
雅
菜
氏

応
募
締
切
日

12
月
28
日

（金）
消
印

応
募
方
法

往
復
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
・
生
年
月
日
を

明
記
、
１
枚
に
つ
き
２
名
ま
で
可

（　
２　
名
申
込　
み　
の　
時　
は　
、　
代
表
者　
に　
◯
印
）

応
募
先

〒
６
７
５
│
２
３
０
３

北
条
町
古
坂
１
０
７
２
│
14

加
西

市
健
康
福
祉
会
館

リ　
ズ　
ム　
体
操
係

問
合
先

詳
細
は
健
康
福
祉
会
館
総

務
課
（
電
話
42
│
６
７
０
０
）
ま
で
。

売
却
す
る
土
地

・
件
名

旧
消
防
庁
舎
跡
地

市
有
財
産

加
西
市
北
条
町
東
南

字
川
端
１
８
６
―
１

・
地
目

宅
地

・
地
積

２，　
０
０
２．　
１
６
㎡

旧
消
防
庁
舎
跡
地　
を　

売
却　
し　
ま　
す

固定資産税第3期分、国民健康保険税・
介護保険料（普通徴収）第6期分の納期限は

1122月2255日（火）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

問合先 税務課（電話42-8712）

平成13年度 平平成成1133年年分分のの所所得得税税確確定定申申告告書書
がが新新ししくくななりりまますす

申告書Ａ…給与所得、年金等の雑所得、配当所得、

一時所得だけの場合に使用

申告書Ｂ…営業所得、農業所得等申告する所得の

種類に関わらず使用

問合先 社税務署（電話0795-42-0223）

― 様式は2種類に! ―



市内で造った製品を市内で買いましょう。19

お く や み

原田しげる 84 完 古坂１丁目
小田かつゑ 87 政　幸 倉　谷
岩本　弘子 66 達　哉 鶉野中
森　　和嘉 59 千余造 西　長

機　義明 76 誠 鎮　岩
高井　光雄 66 敏　明 上道山
吉田　君代 54 行　夫 中　野
安富　文子 70 三宅誠 畑
黒田い　こ 91 豊 下芥田
石川　信博 70 保　博 芝自治区
松末　　貢 78 敏　和 別府中
藤本　仲治 85 忠　男 下若井
古角　才一 80 三千男 西横田
千草　静代 78 義　範 野　上
森本　　要 76 恵　介 北
村上　たま 98 正　喜 琵琶甲
友井はるの 88 邦　男 東笠原
西岡　政則 66 進 大　柳
市場　　　 70 勝　信 鶉野南
姫尾　正雄 64 潔 満　久
國田　安子 85 孝 上万願寺
高見　信男 54 剛 別府西
三宅　慶二 81 一　壽 中　野
定行　記一 85 賢　三 鴨　谷
加古　昭信 68 和　吉 田　原
瀬戸　一男 77 二九年 吉　野
吉田　とめ 89 小堀幸男 都　染
井上　秀雄 81 貞　義 玉　丘
井戸田年一 85 山下皓司 第２サルビア荘
蓬莱美千子 53 清　貴 佐　谷
東山　六郎 83 準 段　下
深田ふじゑ 89 康　雄 下宮木村
中川かずゑ 77 康　巳 上野田
田中　金一 78 美千代 福住西
伊藤　進一 40 奥畑一郎 別府中
増家　　桂 69 勝　己 下芥田
梶浦　澤次 86 光　博 南網引
川嶋あき子 86 昌　則 市　村

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（11月30日受付分まで・敬称略）

を
前
納
し
て
い
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だ
き
ま
す
。
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０
０
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※
電
話　
に　
よ　
る　
申
込　
は　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。

問
合
先

環
境
対
策
室

（
電
話
42
│
８
７
３
０
）

震
災
か
ら
７
年
。
薄
れ
つ
つ
あ

る
記
憶
に
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
哀
悼
と
復
興
へ
の
願
い

を
込
め
て
毎
年
１
月
17
日
に
灯
り

を
灯
す
こ
の
事
業
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

受
付
時
間

12
月
17
日

（月）
〜

25
日

（火）
９
時
〜
17
時

※
23
日
は
休
み

受
付
場
所

健
康
福
祉
会
館

（
電
話
42
│
８
８
８
８
）

竹
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作
り
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1  
・　
1
7
Ｋ　
Ｏ　
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Ｅ　
に

″　灯　
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」

筒
を
上
部
は
45
度
の
角
度
で
斜
め

に
切
り
、
下
部
は
垂
直
に
切
り
ま

す
。
高
さ
は
40
〜
60  
cm
で
す
。
詳

し
く
は
健
康
福
祉
会
館
ま
で
。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
で
の
初

日
の
出
。
お
雑
煮
や
抽
選
会
も
。

日
　
時

１
月
１
日
（
元
旦
）

午
前
６
時
〜

集
合
場
所

加
西
球
場
東
駐
車
場

※
お
餅
を
２
個
お
願
い
し
ま
す
。
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少
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体
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
電
話
42
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８
７
７
２
）

新
春　
の　
つ　
ど　
い

死亡者 年齢 喪主 町名

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課

（��8701）までご連絡ください。

請
求
窓
口
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会
福
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課
地
域
福

祉
係
（
電
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42
│
８
７
２
５
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加
西
市
公
園
墓
地
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４
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谷
町
）
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ま
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向
き
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自
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環
境
に
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ま
れ
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安
ら
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の
霊
域
で
、
１
区
画
は
全

て
５
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

永
代
使
用
料
（
１
区
画
）

�
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
本
籍
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
、
外
国
人
登
録

法
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
方

６
５
４，　
０
０
０
円

�
上
記
以
外
の
方

９
８
１，　
０
０
０
円

維
持
管
理
料

使
用
墓
園
１
平
方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
年
額
７
５
０
円
で
、
10
年
分

加
西
市
公
園
墓
地

第
4
区
分
譲

1 1月2 7日（火）、三洋電機（株）加西管理セン

ター（後藤勇所長）から、健康福祉の充実を

図るために役立ててもらおうと、8月の三洋ゆか

たまつりの収益金（1 3 0万円）を使い、生ごみ

処理機５台、いす式マッサージ機1台、コード

レス掃除機10台を市に寄贈いただきました。

三洋電機（株）が浴衣まつりの
収益などで電化製品を寄贈

加西市への寄付

○畑 藤岡　敬久 300万円

（図書充実資金（新図書館）として）

○加西市農業協同組合 24万1900円

（福祉対策寄付金として）

○網引 岡田　宏男 50万円

（福祉対策寄付金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○加西市更生保護婦人会 3万円

○加西商工会議所女性会 10万円

○七福会代表　永田　正 3万3000円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○田町 竹本　幸夫 1万5000円

○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円

善意の花束
○美心 2万円

○匿名 5万円

○（株）本陣 1万1094円

供養預託

○西笠原 故定行　忠治 10万円

�製品の説明を行う後藤所長（右）

（受付順　敬称略）
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H13.12.1現在（前月比）
人　口／ 51,997（ー22） 世帯数／ 16,132（－14）

男　／ 25,221（－17） 女　／ 26,776（－ 5）

94冬の花ヤツデ
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数
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錐
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。　
木

枯　
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出
会
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蜜　
の　
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走　
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の　
で　
す
。　

一
方
、　
ヤ　
ツ　
デ　
は　
、　
虫　
た　
ち　
を　
独

占　
し　
て　
受
粉　
を　
効
果
的　
に　
行
う
た　

め　
に　
、　
他　
の　
花　
の　
少　
な　
い　
時
期　
を　

選　
ん　
だ　
の　
で　
す
。　
自
然
界　
の　
知
恵　

の　
素
晴　
ら　
し　
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を　
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わ　
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い　
ら　

れ　
ま　
せ　
ん　
。　

ヤ　
ツ　
デ　
は　
、　
名　
の　
と　
お　
り
柄　
の　
つ　

い　
た　
大
き　
な　
葉　
が　
八　
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に　
裂　
け
、　

天
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の　
団
扇　
の　
よ　
う
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形　
を　
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す
。　「　
ヤ　
ツ　
デ　
」　
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「
八　
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手
」　
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け　
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不
思
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八　
は　
末
広　
が　
り　
で　
縁
起　
が　
い　
い　
と　
い　

う　
こ　
と　
で　
、　
よ　
く
庭
木　
と　
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植

え　
ら　
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日
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原
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葉
植
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珍
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い　
る　
よ　
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で　
す
。　

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

加西市では、成人としての第一歩を踏み出

され、夢と希望に輝く新成人のみなさんをお

祝いし成人式を開催します。ぜひご参加くだ

さい。

日　時 平成14年1月13日（日）午前10時～

場　所 市民会館文化ホール

（受付は午前9時30分～10時）

対象者 市内に在住し、昭和5 6年4月2日～

昭和57年4月1日に生まれた方

（案内を送付します。市外へ転出された方

で出席を希望される方は当日会場で受け

付けます。）

問合先　秘書広報課（電話42-8701）
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